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Uber die physiologische Wirkung des Blatter-und Stengelextraktes

                von Aconitum sinense, Sieb.

Von

Kiyosi Matuo.

Eingegangen am 24, Juni 1936.

   Verfasser verfertigte den Extrakt aus den Blattern und Stengeln von Aconitum

sinense Sieb. und prufte seine physiologische Wirkung.

   Amoeben werden durch den Extrakt sofort abgetotet; Vorticella, Hydra und
Blutegel werden im ausgedehnten Zustand geschadigt.

   Bei dem Uterus-und Dunndarmmuskel des Meerschweinchens ruft der Extrakt

nach anfanglicher Erschlaffung rhythmische Kontraktionen hervor.

   Die Gefasse des Frosches werden erheblich verengt. Der Blutdruck bei der Katze
ist deutlich gesteigert.
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222 松 尾 潔

    Der Extrakt vermehrt beim Herzeu wie auch beim Lymphherzen des Frosches und
der Krote zuerst die Schlagzahl, dann vermindert er dieselbe bis zum Stillstand. Beim

Limulusherzen wird die Schlagzahl ohne vorherige Vermehrung allmahlich bis zum

Stillstand vermindert.

    Die Tonusschwankung des Schilkrotenvorhofes wird gehemmt, die Amplitude aber
vergrossert.

    Bei dem Skelettmuskel (Sartorius) des Frosches wird die Zuckungshohe erniedrigt
und die Zuckungsdauer verlagert. Der Nerv wird gelahmt.

    Die Atmung beim Frosch wird verlangsamt, manchmal von einer Pause begleitet,
bis endlich die totale Lahmung der Atmung erfolgt. In diesem Zustand stirbt das

Tier.

    Aus den oben erwahnten Resultaten schliesst Verfasser, dass der Extrakt zuerst

auf von dem Sympathicus innervierten Organen reizend, aber endlich atemlahmend

wirkt. Der Extrakt, mit Alkali-oder Saurelosung behandelt ist, zeigt keine Verminde-

rung der Wirksamkeit. Alkoholextrakt behalt die Wirksamkeit noch bei.

   Diese Verhaltnisse erinnern an Aconitin, aber Verfasser meint, dass das Prinzip
von Aconitin verschieden ist, da die Wirkung auf das Herz und den glatten Muskel

von ihm abweicht. Die wirksamen Bestandteile von Aconitum sinense Sieb. sind also

sympathikomimetische Amine. (Autoreferat.)
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      第1章 緒 言

 毛莨 科 植物(Ranunclaceae)ニ 屬 スル 鳥頭

族(Aconit)ノAlkaloidガAconitinナ ル事

ハ,1823年Pallas1)ニ 依 リ記載 セ ラ レタ ル ヲ

初 メト ス,爾 來 之ニ 關 スル 内外 ノ文獻 ハ,多

數 ニ シテ枚擧ニ遑 ア ラザ ル状 態 ナ リ.今 日ニ

於 テ ハ鳥 頭 ガ地 方ニ 依 リ種 類 ヲ異 ニ シ,其 ノ

含 有 スルAconitinモ 亦 性 状及 ビ集 成 ヲ異 ニ

ス ルモ ノナ ル モ,其 ノ作 用ニ 至 リテ ハ唯 強弱

ノ差 アル ノミ ニ シテ,其 ノ本態 ハ互ニ相 一致

スル 事 ハ一般ニ 認 メ ラルル 所 ナ リ2)3)

 我 國ニ 産 スル 「と りか ぶ と」(Aconitum

japonicum Thumb)ニ 於 テモ,種 類極 メテ

多 キ事 ハ中井4)ノ研 究ニ 依 リテ明カ ナ リ、 就

中「か ぶ とぎ く」(Aconitum Chinese Sieb)

ノ北 海 道ニ 産 スル一 種 「お く と りか ぶ と」

(Aconitum subcuneatum Nakai)中ニ ハ,

Yesakonitin (C35H49N12)及 ビAconitinナ ル

2種 ノAlkaloidヲ 含ミ,古 來 「あ い ぬ」人 ガ

熊 ヲ殺 ス爲 メニ矢 毒 トシテ使 用 セ シモ ノハ恐

ラク是 ナ ル ベ シ ト云 フ5)

 從 來 鳥頭 ハ主 トシテ其 ノ根 塊ニ 就 テ研 究 セ

ラ レ,其 ノ莖 葉ニ 於 テハ余 ノ知 レル 限 リ極 メ

テ少 ク,只Hesse及 ゼTrommsdorf6)ア ル ノ

ミニ シテ,極 メテ微 量 ノAconitinヲ 有 ス ト

報 告 セ リ.

 余 ハ我 郷 里 長 門 大井 地 方 ノ農 家ニ 栽 培 セル

「か ぶ とぎ く」ノ莖 葉 浸 出液 ノ生 理學 的 研 究 ヲ

企 テ タ ルヲ 以 テ此處ニ 報 告 セ ン トス.

  第2章 實驗 材 料 及 ビ浸 出 方 法

 郷 里 産 ノ「 かぶ と ぎ く」ヲ學内庭 園ニ 移 植 セ シ新

鮮葉 ヲ採 リテ數 日間蔭干 トシ,揉 メバ破碎 シ得ル

程度 トナ リタル後ニ 細挫 シ,10倍 量 ノRingerヲ

加 へ數時間室温ニ靜 置 シテ濾過,其 ノ濾液ニ 就キ

實驗 セ リ,該 液ハ暗茶褐 色透 明ニ シテ,數 時間後

ニハ黒茶色ニ變 ジ,種 々 ノ色彩 ヲ呈 スル膜樣 物 ヲ

以 テ被ハルニ至 ル,而 シテ僅ニ 芳香 ヲ有 シ,舌 尖

ニテ味 フニ苦味アル モ,Aconitinニ 特有ナル刺 戟

性感覺後 ノ鈍麻等 ヲ來サ ズ,反應 弱酸性 ナルガ故

ニ實驗ニ 當 リテ中和 セ シ事勿論 ナ リ.

 本浸出液ハ調製後變 質 ヲ恐 レテ氷室 中ニ 保存 セ

シモ,苦 味漸次消 失 シ,汚 穢黒色 ノ沈澱 ヲ生 ズル

ガ故ニ,1週 ヲ經過 セ シモ ノハ常ニ 新調 ノ液ニ 代

ヘテ實驗 セリ.

      第3章 實驗 成 績

 第1節 蛙ニ 皮 下注 射 セル場 合 ノ一

      般 症 状

 鹽酸Aconitinヲ 蛙ニ 注射 セル時 ノ一般症状 ハ

Boehm,7), Wartmann8), Cash u. Dunstan9)

及 ビAnrep10)等ニ 依 レバ,不 安,瞳 孔散 大,皮

膚分泌旺盛,皮膚 色淡變,四 肢 ノ纎維 性〓 搦,

嘔吐等 ヲ來 シ,遂ニ 呼 吸停止 シ麻痺状態ニ陷 ル ト

シ,Cash u. Dunstanハ 特異症状 トシテ前肢 ノ

位置不對 等,頭 部傾 斜,脊 椎 ノ彎曲等 ヲ擧ゲ タ

リ.

 余ハ體 重10gニ 付1.5ccノ 「か ぶ とぎく」莖葉液

(以下UE「 ト略稱ス)0.1%, 1.0%, 10%ノ3種 ヲ

ロ腔 ヨ リ胸部皮 下ニ注射 シ,10分 毎ニ 共 ノ状態 ヲ

觀察 シテ次 ノ如 キ成績 ヲ得 タ リ.

 即チ第1表 ノ示 ス如 ク,0.1%ニ 於 テハ異常 ヲ

認 メザ ルモ,1.0-10%ニ 於 テハBoehm), Cash u.

Dunstan等 ノ記載 セル諸症状 ヲ示 シ,殊ニ10%

ニ於 テハ2時間 後死亡 セ リ.
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第1表 UEノ 皮下注射ノ一般症状

 第2節 二 十 日鼠ニ 注 射 セ ル場 合 ノ

      一般 症 状

 體重10gニ ツキUE 1ccヲ 皮下注射 セルニ,5

分後不安,走 行,瞳 孔散大、呼吸促迫,又體 ヲ丸

メテ靜止 シ,時ニ 走行スルモ蹣跚 タリ.而 シテ全

身發 汗 シ,途ニ 四肢 ヲ擴ゲ平臥 シ、或 ハ之 ヲ撤 ヘ

テ横臥 シ,呼 吸數次第ニ 減少且不規則ト ナ リ,四

肢末 梢尾部等ニCyanoseヲ 來 シ,2時間 後死 亡ス、

即チ蛙 ト略ボ同樣 ノ症状 ヲ呈 シテ死スルモ,之 ニ

比 シ稍々過敏 ナ リ.

 斯 ノ如 キ症状 ハUE中 ノ如何 ナル成分ニ依 り由

來 スルモ ノナ リヤ,以 下逐次 實驗 セン トス.

 第3節 蛙 摘 出眼 瞳 孔ニ對 スル作 用

 上記 ノ症状 中殊ニ蛙ニ 於 テハ瞳孔散大,皮 膚分

泌旺 盛,色調 淡變 等 ノAdrenalin類 似 ノ症状 ヲ呈

ス,故ニ 之ガ定 性ニ屡 々用 ヒ ラルル蛙眼瞳孔反應

ヲ檢 セ リ.第2表 ノ如 ク10分 後ヨリ 瞳孔 ノ散大

ヲ來 シ,1時 間後ニ 於テ中等度ニ 散 大ス レ ドモ,

Adrenalin程 著明ナ ラズ.

第2表  蛙摘出眼瞳孔ニ對 スルUEノ 作用
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      第4節 呈 色 反應

 更ニ鹽 化鐵(Cl3 Fe2)ノ10倍 液 ヲ加 フルモ,

Adrenalinニ 特有ナル青色 ヲ呈 セズ.

 以上ニ 依 リAdrenalinノ 作用 ナラザル事ハ略ボ

推定 シ得ベ シ.

 第5節 Amoebaニ對 スルUEノ 作 用

 2-4日 ヲ經過 セル藁浸汁 液面 ノ膜樣 物 ヲ探 リ,

弱擴 大 ヲ以テUEノAmoebaニ對 スル作用 ヲ觀

察セ リ.

 1%液;15分 後運動稍 々緩徐ト ナルモ,3時 間

ノ觀察時間ニ於 テハ死 スル事 ナシ.

 10%液;3分 後運 動著 シク障碍セ ラレ,1時 間

ニシテ不規則 ナル形状 ヲナシテ運動停止 シ,水 ヲ

以テ洗ヘバ正常ニ復 ス.

  第6節 「つ りかね む し」(Vorticella

      Campanula Ehrenberg)ニ

      對 スル作 用

 柄中ニハ ー種 ノ滑平筋 ヲ有 ス トセラル,試 藥 ガ

滑平筋其 ノ者ニ 作用 スルヤ否ヤヲ決定 スル爲 メニ

ハ,極 メテ好材料ナ リ.

 今新鮮 ナル黒藻 ノー葉 ヲ探 リ來リ,乾 燥 ヲ防 ギ

ツツ弱擴 大 ヲ以 テ觀察 スル時 ハ.活溌ニ 交互ニ 收

縮 セル本蟲 群 ヲ見ル事 ヲ得 べシ.此 際葉縁ニ 附着

シ,水 平ニ 運動 スルモ ノヲ選ブ事ハ勿論 ナ リ.

 1%液;1分 間4囘 ノ收縮數 ハ間モナク15囘 ト

ナ リ,60公 後口盤 ヲ巾着状ニ閉 ヂ伸展状態ニ 止マ

ル,此 場合電氣 的刺戟 ヲ加 フルモ,何 等 ノ反應ナ

シ.

 10%液;2-3分 後運 動停止,藥 液 ヲ洗ヘバ 舊

ニ復 スル事ハ同上 ナ リ,濃 度更ニ 強キ時 ハ,體 ハ

圓形顆 粒状 ヲ呈 シ遂ニ 頸部ニ 於テ切断セラルルモ

ノア リ.

   第7節 Hydraニ對 スル作 用

 Vorticellaト 同標,淡 水 ノ黒藻ニ 棲息 ス,飯 島11)

ニ依 レバ,腔 腸 動物門 ノ原形 タルHydropolypノ

最 モ單純 ナルモ ノニ シテ,5本 ノ伸縮 屈伸 自在ナ

ル觸手 ヲ有 シ,内 輪外縦 ノ僅少 ナル筋纎 維 ヲ有 ス

ト.余 ノ場合ニ於 テハ幸 ヒ多數 ノ材料 ヲ得 タル モ

若 シ僅少 ナハ時ハ,發 芽 増殖 ヲ利用 セ バー蟲 ヨ リ

良 ク豊富 ナル材 料 ヲ得 ベ シ.

 1%液;一 時的輕 度 ノ收縮 ヲ以 テ靜止,3分 後

再 ビ運動 スルモ,元 ノ如 ク活溌 ナラズ,20分 後伸

展状態ニ テ停止 ス.

 10%液;15分 後 中等度 ノ伸展状態ニ テ停止 シ,

洗滌ニ依 リ直 チニ崩 壊 スルモ ノ如 ク,恰 モ蛭 石 ヲ

熱 スルガ如 シ.

  第8節 UEノ 水蛭 滑 平 筋ニ 及 ボ ス

      影 響

 水蛙 ノ背部筋ニ ハ神經 ノ分布極 メテ少キ事 ハ周

知 ノ事 ナ リ.

 方 法.Magnus氏 法.UE;榮 養 液量 ヲ9:1ト

シ,其 ノ運 動 ヲKymographion上ニ畫 カ シム.

 何 レノ場合ニモ 徐々ニ 伸展 シ,Ringerヲ 以テ洗

ヘバ舊ニ 復 ス.

 以上 ノ成績 ヨリUEハ單 細胞 タルAmoebaニ

對 シVorticella, Hydra, Blutegel等 ノ神經分布

ナキ滑 平筋ニ對 シテ,其 ノ運動 ヲ緩漫ニ シ或 ハ之

ヲ伸展状態ニ 停止 セシムルガ故ニ,原 形質毒 タル

ト共ニ 又滑平筋毒ニ シテ、濃度強 キカ或ハ作用時

間永 キニ亙 レバ崩壊或ハ死滅 ス.

 第9節 UEノ 天 竺 鼠 子 宮ニ對 ス ル

      作 用

然 ラバ複雜 ナル神經 支配 ノ下 ニアル滑平筋ニ ハ

如 何ニ 作用 スルカ.Eckerfors12)ニ ヨレバAconitin

ハ兎 ノ子 宮筋 ノTonus及 ビ収縮數 ノ増加 ヲ卒 ス ト
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云 フ.

 方 法.Magnus氏 法.38-39℃ 0.9%Ringer液

槽 中ニ 天 竺 鼠處 女 子 宮 ヲ装 備 シ,之ニUEヲ 上述

ノ割 合ニ加 ヘタルニ,第1圖 ノ如 ク伸 展シ.且 蠕

動運 動 ノ稍々増強 スルヲ認 メタ リ.

第1圖 UEノ 天竺鼠子宮ニ對 スル影響

第2圖 天竺鼠腸管ニ對 スルUEノ 作用

  第10節 天竺 鼠腸 管ニ對 スル作 用

 Pohl13)ノ 家兎腸管漿 液膜ニ對 スルAconitinノ

實驗ニ 依 レバ,數 分 間激 シク反覆 スル收縮 ヲ來ス

事 ヲ示 セルニ 反 シ,Cash u. Dunstan14)ハVella

ノFistelヲ 有 スル犬 ノ腸粘膜ニ 作用 セシ メ タ ル

ニ,蠕 動極 メテ減弱或ハ停止 セシモ,局 所的 ノ傳

播 セザ ル腸 ノ收縮ハ全然障碍 セラ レズ ト報ゼ リ.

Ekerforsニ 依 レバAconitinノ 大量 ハ腸 ノ副交感

紳經 ヲ麻痺 セズ,少 量ハ緊張竝ニ 振幅 ノ増加或ハ

緊張 ノ増加 ト振幅 ノ減少 ヲ來ス ト.

 第2圖 ハ余 ノ成績ニ シテ急ニ 腸 ノ緊張 ヲ減 ジ.

蠕動ハ増強 ス.

 第9及 ビ10節 ノ成績 ハ明カニUEノ 交感神 經

刺戟ニ 依 ル結果 ト見 ルヲ得べ ク,緊 張 ノ減退 ハ氏

等 ノ成績 ト一致 セズ.

  第11節 UEノ 血 管ニ對 スル作 用

 方法.蛙 後肢 灌流法.

 滴數40/1分ニ 於テ1%UE0.5ccヲ 注意 シツ ツ

灌流護謨 管 ノ可及的末梢ニ徐 々ニ 注射 シ,滴數 ヲ

6
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kymographion上ニ 描 カ シメ タ ル ニ,約1分 後 ヨ

リ滴數 減少 ヲ來 シ,5分 後3/1分 滴,1時 間20分 ニ

シ テ正 常 ニ復 セ リ.

 UEハ 明 カニ血管 ヲ收縮 ス,恐 ラク交感神經 ヲ

刺 戟セルモ ノ ト解 セラル.

第3圖 UEノ 血壓ニ 對 ス ル影 響

  第12節 猫 ノ血壓ニ 及 ボ ス影 響

Boehm及 ビWartmannニ 依 レバ,Aconitinハ

少 量ニ 於 テ家 兎 ノ血壓 ヲ中等 度ニ 上 昇 セ シ ム ル

モ,後 ニハ 減少 ス ル傾 向 ア リ ト云 ヒ,Dixon15)ニ

依 レバ,藥 用 量 ハ血壓 ヲ降 下 セ シム ト云 フ.

 3kgノ 成熟 猫 ヲAether麻醉 ノ下 ニ處 置 シ,UE

ガ 血壓ニ 對 シ如 何ニ 作 用 ス ル カ ヲ檢 セ リ.

 1%ノUEヲ2cc注 射 スル ニ,直ニ 著 明 ナ ル上

昇 ヲ來 ス事恰 モAdrenalinニ 類 似 ス(第3圖).斯

ノ如 キ上 昇 ハ 血 管壁 ノ收 縮 神 經即 チSympathicus

ヲ刺 戟 スル モ ノナ ラ ン.

  第13節 蛙 心ニ 對 ス ルUEノ 作 用

 Ascharumow16)ハin Situノ 心臟ニ 於 テ,先,

脉 膊遲 徐,次 デ 促 進,再 ビ遲 徐,遂ニ 心停 止 ヲ來

スガ故 ニ,Aconitinハ 心臟運 動神 經 節ニ 直接 作用

ス トナ セ リ.Guilini17)ニ 依 レ バVagusノ神 經節

次 デ皷 舞神 經,最 後ニ 筋 自身 ヲ侵 ス トシ,Boehm

ハAconitinノ 作 用 ヲ1)心膊 促進,2)心痙 攣,

3)心 停 止 ノ3期ニ區 別 シ,心 痙 攣 ヲ本 症 ノ特 長 ト

ナ セ リ,而 シ テ1)ヲ皷 舞神 經 中樞 ノ直 接 刺 戟 ト

シ.2)ヲ 抑制 中樞 ノ麻 痺ニ歸 シ,3)ヲ 疲勞 ノ結

果 トナ セ リ,Fuhner18)ハBoehmノ 如 キ2)ヲ 見

ザ ル事屡 々 ナ リ トセ リ.Anrepハ1)及 ビ2)ヲ

心運 動神經 節 ノ強 ク侵 サ ル 事 ニ依 リ,又 停 止 セル

心 筋ニ 於 テ ハ,多 ク ノ場 合 興 奮 性 ナ キハ,總 テ ノ心

神 經 装置 ノ興 奮 不能ニ 依 ル者 ナ ラン ト説 明 セ リ.

Haltung19)ハ 摘 出 心ニ 於 テ 實 驗 シ,興 奮 性 上 昇,

傅 導 系 ノ障 碍 及 ビ振 幅 ノ減少 ヲ 來 シテ停 止 ス ト云

ヒ,小 原20)ハ 心刺 戟 發生 機ニ 作 用 シ後 之 ガ疲勞 困

憊ニ陷 ル ニ依 ル者 ニ シテ,Sympathicus, Vagus

ニハ關 係 ナ シ トシ,EkerforsハVagusノ 末 端 ヲ
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麻痺 シSympathicusハ 侵 サ ズ トナ シ,荻 野21)モ

亦Vagusヲ 侵 スモ ノナ ラ ン トセ リ.

 以 上 ノ如 ク心臟 ニ對 スルAconitinノ 作用 ハ,

大體Boehmノ ソ レニ一 致 セ ル モ,其 ノ作 用 機轉

ニ就 テ ハ 全 ク區 々 タ リ.

 實驗 方 法.Straub氏法.榮 養 液 量0.3cc正 常 ノ

運 動 ヲ來 セル 時,之ニ1%UE0.3ccヲ 加 ヘ テ 其 ノ

膊 動状 態 ヲ畫 カ シ メ タル ニ,第4圖 ノ如 ク直 チ ニ

著 シキ心膊 動 ノ促 進(即 チ2/1分 ヨ リ6/1分 ノ3

倍)ヲ 來 シ,次 デ漸次遲ク ナ リ,代 償性 ノPause

ヲ以テExtrasystoleヲ 示 シ,且 振幅 モ漸減 シ,遂

ニ擴 張性停 止 ヲ來 ス,時ニ 再 ビ數囘 ノ微弱ナル心

室收 縮 ヲ現 シ,Ringerヲ 以テ洗滌 セザ レバ永久的

ノ停止ニ移行 ス,心 房ハ心室停止 ニ遲 レテ停 止 ス

ル ヲ常 トス.

 其 ノ他Atropin前處 置ノ 心臟 ニ於テ モ同樣 ノ成

績 ヲ示 シ,心 停止 ノ際 ノ心筋 ヲ電氣的 ニ刺戟 スル

モ效果 ナシ.

第4圖 UEノ 蛙 心ニ對 スル 作 用

  第14節 蛙 及 ビ蟇 ノ淋 巴心臟ニ 對

       ス ルUEノ 作 用

 蛙及 ビ蟇 ノ淋巴心臟 ノ自働 中樞ハ,Brucke22)竝

ニ吾教室 ノ遠藤23)ノ研究 ニ依 リ.脊髓 中樞 ニアル

事ハ明 カナ リ.

 余ハ之等 ノ後部淋 巴心臟ヲ 露出 シ.UEヲ 注射

セル場合ト,局 所ニ 作用 セシメタル場合 トヲ實驗

セ リ.

 蛙正常淋巴心臟 ノ膊動數60-65ノ 場合,注射後

10-30分 ニシテ85-90ニ 増加且不規 則 トナ リ,

次第ニ 減數 微弱 トナ リ,或ハ一 時的停止 ヲ來 シ,

再 ビ11/2%時間ニテ正常ニ歸 ル.

 局所的ニ1側 ニ滴 下スルニ,他 側ハ正常ナルニ

拘 ラズ,一 時的増加 ノ後減少.遂ニ 停止 スル事注

射 ノ場合ニ同 ジ.

 其 ノ他蟇 ニ於テモ同樣 ナ リ.

 第15節 甲 蟹 心臟ニ 及ボ スUEノ

影 響

 8-12/1分 ノ膊動 ヲナス甲蟹心臟ニ,1%UEニ

浸 セル綿片 ヲ中央部 ニ貼布 スルニ,數 分 ニシテ該

部 ノ心臟 ハ停止 シ,其 ノ前後半 ハ依然 トシテ收縮

ヲ持續 スルモ,漸次膊 動數 モ減少 シ,遂ニ擴 張性

停止 ヲ來ス,此 際其 ノ部 ノ筋及 ビ神經 ヲ刺戟 スル

モ反應 ナ シ.

 以上UEノ 心臟 ニ對スル作用ニ 於 テ,蛙 心,蛙

及ビ蟇 ノ淋 巴心臟ニ 於 テハ,一 時的ニ膊 動 ノ促進

ヲ來 シ遂ニ 停止 シ,甲 蟹心臟ニ 於 テハ促進作用認

メラレザルモ,結 局同樣停 止 ス.斯 ノ如 キ促進作

用 ハ迷走神經 ニハ關係 ナク,寧 ロ心臟ノ皷舞 神經

ヲ刺戟 スルニヨル.後 ニハ此神經 及 ビ心筋其 ノ者

ニモ麻痺 的ニ作用 スルモ ノ ト解 セラル.甲 蟹心臟

ニ於テハ直 チニ抑制的 ニ作用 シ,無髓 ナル神經 及
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ビ心 筋 其 ノ者 ヲモ麻痺 スル モ ノ ト推斷 セ ラル.

 第16節 龜 ノ 心 房 ノ緊 張變 動ニ對 ス

ルUEノ 作 用

 1886年Fano24)ハEmy europaニ 於 テ,其 ノ心

房 ノ緊張 ガ緩 漫 ナ ル「リズ ム」ヲ以 テ週 期 的ニ 増 減

スル 事 ヲ認メ,之 ヲ緊 張變 動(Tonusschwankung)

ト名 ツ ケ タリ,爾 來Fano及 ビ 其 ノ 門 下殊 ニ

Battazi25),Rosenzweig26)及 ビ吾 ガ生 沼教 授27),

Porter28)等ニ 依リ 研 究 セラ レ,殊ニ生 沼 教授 ハ

Fano u. Bottaziノ 唱 フル如 ク,龜 心 房 ノ滑平 筋

ハVagusニ 依リ 促 進的ニ,Sympathicusニ 依 リ

抑 制 的 ニ支配 セ ラル ル事 ヲ證 明 セラ レ,Appelrot

a. Carlson29)ノ 反對説 ヲ 除 キ,古 田30),最 近

Grassmuck31)等 ハ何 レ モ之ニ 賛 シ,其 ノ事 實 ナ ル

事 ハ明 白 ナ リ.斯 ノ如 キ緊 張變 動 ノUEニ 依 ル

變 化 ヲ檢 ス ル 事 ハ,極 メ テ 興 味 深 キ所 ニ シテ,

Sympathicusニ 作 用 ス トセ バ,當 然 之 ヲ抑 制 セザ

ル 可 カ ラズ.

方法.余ハEngelmann懸 垂法及 ビ古田 ノ灌 流

方法 ニ依 リ實驗セ シモ,前 者ニ依 リテハ,生 沼教

授 ノ注 目セラレシ如 ク.緊 張變 動 ノ發來ハ初 期 ニ

現 レ難 ク,BoltaziノRegelニ 從 ヒ,斷 頭後 或ハ

出血死後1-數 日 冷藏 庫内ニ 入 レ置キ タル時ニ 現

レ易 シトセラル,之ニ 反 シ人工灌流法ニ依 レバ,

古 田 ノ成績ハ術後間 モナク,或 ハ灌流直後心臟 機

能 ノ尚 ホ盛ン ナル時ニ 於テ 現 レ易 キ事 ヲ示 シ,且

氏ハ生理的状態ニテハ發 現 セザル異常現象ナ リト

説明 セ リ,余 モ亦前者ニ依 リテハ比較的末期 ナラ

ザ レバ現 レ難 ク,後 者 ニ依 リテハ殆 ド直 チニ發現

スル事 ヲ認 メタル ガ故ニ,後 者 ヲ利用セ リ.

 斯 ノ如 ク シテ左右心房ニ 於テ緊張變 動 ヲ示 セル

場合,1%液0.5ccヲ,灌 流護謨 管 ノ末梢 ニ近 ク

徐 々ニ注入 セシニ,第5圖 ノ如 タ直 チニ抑制作用,

詳言 セバ緊張 低下,振 幅 ノ増加 ヲ認 メタルガ故 ニ,

UEハ 心房 ノ交感神經 末端 ヲ刺戟 スルモ ノ ト考 ヘ

ラル.

第5圖 龜 心房ノ緊張變動ニ對 スルUEノ 作用

 第17節 UEノ 骨 格 筋ニ對 ス ル 作 用

 Aconitinヲ 以 テ中 毒 セ シ メ タル蛙 筋 ノCurve

ニ就 キ,之 ヲ延 長 ス トナ ス モ ノニWeyland32)等

ア リ,Haltnngハ一 定 濃 度以 上ニ 於 テ 之 ヲ認 メ,

Boehm等 ハ變 化 セズ トナ シ,且 筋 ヲ永 クAconitin

液ニ 浸 漬 シ置 ケバ,直 接ニ 刺 戟 スル モ 興奮 セザ ル

ニ至 ル ト云 フ.

 材料 蛙 ノ縫 匠筋.

 装 置及 ビ方法.2Voltノ 電源 ヨリ感應 電氣 ノ開

放時單 一刺 戟 ヲ以テ,Eben maximalノ 同張性 攣

縮高 ヲ,2秒ニ1廻 轉 スルKynographin上ニ 描 カ

シメタリ,第6圖Aハ 正常,Bハ1%UE30分 浸

漬,CハRinger洗滌 後60分 ノ收縮 曲線 ニシテ,

第3表 ハ之等 ヲ計 測セ シ時 ノ値 ナ リ,即 チUEハ
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筋 ノ收縮 高 ヲ減ズル ト共ニ,收 縮及 ビ弛緩 ニ要 ス

ル時間 ヲ延長 スル事Weyland等 ノ成績ニ 一致セ

リ.

 第6圖 UEノ 骨 格 筋ニ對 ス ル作 用

第3表

 第18節 UEノ神 經 筋 標 本ニ 及 ボ ス

影 響

 Cash u. Dunstanハ 浸漬 實驗ニ 於 テ,神 經ハ 筋

ヨ リ早 ク侵 サ ル事 ヲ述 ベ,HaltungハAconitin

ノ濃 度 ト其 ノ作 用發 現 トノ時 間 的 關 係 ヲ究 メ,

Langley u. Dickinson33)ハ 紳 經繊 維 ニ無 關 係ニ 作

用 ス ル事 ヲ,Boehmニ 依 レ バAconitinハCurare

ノ如 ク作 用 ス ル モ,神 經 幹 及 ビ其 ノ末 端 ノ強 ク侵

サ ル點ニ 於 テ異 ル トナ セ リ.

 材 料 蛙 背 皮神 經筋 標 本.

 方法. Lucas34)(詳 細 ハ該 書ニ讓 ル)ニ傚 ヒ,左

右 ノ筋神經標 本 ヲ作 成 シ,一 方 ハ筋 ニ,他 方 ハ神

經ニ1%UEヲ 浸 セル綿片 ヲ貼布 シ,10分毎 ニ最

小收 縮 ヲ起 シ得 ル卷軸距離 ヲ檢 シ,第4表 ノ如 キ

結 果ニ到達 セ リ.

 余 ノ成績 ニ依 レバUEハLangley u. Dickinson,

Bochm等 ト異 リ,神經幹 ニハ作用 シ難 キ事 ヲ認 メ

タ リ,然 ルニ筋肉 内ニ於 ケル神經末端 ニハ作用 シ

テ,約80分 後間接刺戟 ヲ無效 トスル ト同時 ニ,筋

自身 ヲモ侵 ス事ハ彼 等 ニ一致 セ リ.

 第4表 UEノ 背 皮 筋神 經 標 本ニ 對

      ス ル作 用

   第19節 呼 吸ニ 對 ス ル 作 用

 Cash u. DunstanハAconitinヲ 以 テ 中 毒 セ シ

メ タル蛙 ノ呼吸状 態 ヲ,喉 頭 及 ビ側 腹 ノ運 動 ヲ同

時ニKymograpnion上ニ 描 カ シ メ シ ニ,中 毒 ノ經

過 ニ依 リ喉 頭 運 動 ノ減 弱 ト共 ニ,側 腹 運 動 ノ増 加

ス ル事 ヲ認 メ,Dyspnoeナ ラン トセ リ.Boehm

等 ハ 家 兎 ニ於 ケ ル死 因 ヲ心臟 麻 痺 ニ歸 シ,Cash

u. Dunstanハ 呼 吸麻痺 ニ依 ル トナ シ,Haltung

之ニ賛 セ リ.要 スル ニAconitinニ 依 ル死 ハ果 シ

テ何 レ ニ基 クモ ノナ リヤ決 定 的 ナ ラ ズ.

 方 法.無 麻 痺 ノ下ニ 蛙 ヲ背 位ニ 固 定 シ,喉 頭 運

動 ヲ煤煙 筒 上 ニ畫 カ シム ル樣 装 置 シ,UE 3ccヲ 皮

10



「かぶ とぎく」莖葉 浸出液 ノ生理 學的作用 231

下注射 シ其 ノ状態 ヲ觀察 セ リ.

 注射後5-10分 間ハ不安 ノ爲 メ盛 ンニ動 クモ,

呼吸 ノ振幅ハ次第ニ 減ジ,時 々無 呼吸 ノ状態 ヲ現

スニ至 ル.第7圖 ハ其 ノ曲線 ニシテ,恰 モGondola

ガ綱 ニ依 リ舳艫相銜 メルガ如 ク,舳艫ニ 相 當セル

部ニ 於テハ喉頭運動ト同時ニ 肺運 動 ヲ認 ムルモ,

胴體 ノ部ハ肺運 動ナキ空 シキ喉頭 ノソレニシテ,

綱ハ無呼吸 ノ部ニ匹 敵セ リ,斯 ノ如 キ状態 ノ下ニ,

無 呼 吸 ノ囘數 漸 次増 加 シ遂 ニ11/6%時 間ニ シデ永 久

ノ停 止 ヲ來 セ リ,此 際 心臟 ハ 尚 ホ 微弱 ノ膊 動 ヲ示

シ.遙 ニ遲 レテ停 止 ス ル ヲ實 驗 セ リ.

 余 ノ實驗ニ 於 テ モCash u. Dunstanノ 認 メ シ

如 キDyspnoeノ 症状 ア リシ モ,之 ヲ以 テ 直 チ ニ

死 因 ナ リ トハ斷 定 シ難 ク,恐 ラク心臟 ハ 呼 吸麻 痺

ノ結果 停 止 ス ル モ ノ ト推 定 セ ラ ル.

第7圖 UEノ 呼 吸ニ 對 スル 影 響

第20節 酒精 浸 出 液ニ 依 ル影 響

然 ラバUE中 ノ斯 ノ如キ作用 ヲ有スル成分ハ酒

精 中ニ移行スルヤ否ヤ.以 下主 トシテ滑平筋ニ 就

テ實驗 セ リ.

 浸出法.乾 材料 ノ一定量 ヲ細挫 シ,之 ニ數倍量

ノ70%酒 精 ヲ加ヘテ數 時間室温ニ靜 置後濾過 ,

其 ノ濾液 ヲ蒸發 シテ得 タル殘査 ニ,更ニ數 倍量 ノ

95%酒 精 ヲ加ヘ 前同樣處 置 シ,其 ノ殘査 ニ10倍 量

ノRingerヲ 加ヘ タリ,斯 ノ如 キ酒精浸出液(以

下UAEト 略稱 ス)ハ 初 メ茶褐色,後 暗黒色ニ 變

ズル ヲ常 トシ,所 々ニ「タール」樣粘稠 ナル塊 ヲ含

ミ,輕 キ苦味 ヲ有 シ,弱 酸性 ノ反應 ヲ呈 ス,故 ニ

實驗ニ 當 リテハ其ノ酸性ヲ 中和 セシ事ハ前同樣 ナ

リ.

第1項 天竺 鼠子宮ニ 對ス ル作用

方法.Magnus法,其 ノ他前同樣.

 子宮 ヲ直 チ ニ 伸展 シ且間歇 的運動 ヲ増 加 セ シ

メ,再 ビ收縮 シ遂ニ 漸次伸展 スルニ至 ル事第8圖

ノ如 シ.

 第8圖 UAEノ 子宮ニ對スル作用

   第2項 天竺 鼠 ノ腸管ニ 對 スル作用

 方法其 ノ他同 上.

 腸管 ノ緊張 ヲ減ズルモ再 ビ急 ニ收縮 シ,漸 次緊

張 低下 スル事 子宮 ト略 ボ同樣 ナ リ(第9圖).
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第9圖 UAEノ 腸管ニ對 スル作用

 UE中 ノ其 ノ成分ハ之等 ノ成績 ニ依 リテ モ,酒

精 中ニ移行 スル事 ヲ推定 シ得.

 第21節 酒 精浸 出 ノ際殘 リタル殘 査

ニ依 ル實 驗

 酒精抽出 ノ際殘 リタル殘査(以 下UARト 略記

ス)ヲ10倍 量 ノRingerニ 溶 シテ濾過,其 ノ濾液

ニ就 キ次 ノ如 ク實驗 セ リ.既ニ 述 ベタル ガ如 ク35)

植 物内ニハK鹽 類含有 セラレ,間 々諸臟 器ニ 對 シ

テ麻痺 作用 ヲ呈 スルモ ノナ リ,「 かぶ とぎく」莖

葉 ノ酒精 浸出 ノ際 モ此關 係 ヲ考慮 セザル可 ラズ,

Kobaltreagensニ 依ルUAR中 ノK鹽 類ハ略 ボ全

灰分 ノ20%ニ 相當 スル事 ヲ知 レ リ.此含有量 ニ依

ル子宮 及ビ腸管 ニ對 スル作用ハ如 何.天 竺鼠 ノ子

宮ハ之 ニ ヨ リ緊 張低下 シ腸管 モ同樣緊張 ノ低下 ヲ

示ス.

 UEニ 依ル諸臟 器 ノ反應ニ 於 テ,K鹽 類 ノ作用

加ハ リ居ル事 ハ明カナ レドモ,其 ノ他 ノ成分ニ依

ル作用 ノ圭 タル事ハ,酒 精浸 出液 ノ尚 ホ同樣ナル

效果 ヲ有 スル事 ノミニ依 リテモ窺知 セラル.

  第22節 鹽 酸 浸 出 液ニ 依 ル作 用

 浸出液.酒 精浸出法 ト略 ボ同樣,酸 性ハ之 ヲ重

曹 ニ依 リ中和 セ リ(以 下U-HClト ス).

 U-HClハ 子宮ニ對 シテ ハ殆 ド異常ヲ 認 メザル

モ,腸 管ニ 於テハ直 チニ其 ノ伸展 ト共 ニ蠕動運動

ノ振幅 ハ小 トナル,稍 々運動數 ヲ増加 スル如 シ.

  第23節 Alkali處 置ニ 依 ルUEノ

      影 響

 既述 ノ如 クUEハ蛙 ノ瞳 孔散大,皮 膚分 泌旺盛,

色調淡變,其 ノ他 血壓 上昇,子 宮,腸 管ニ 封 スル

關係等極 メテAdrenalinニ 類 スル作用 ヲ有 ス,第

3及 ビ4節ニ 於テAdrenalinナ ラザル事 ハ略ボ推

定 シ得 ルモ,更ニ 確實ナ ラシメン爲 メ,Alkali處

置ニ 依 ルUEガ2-3臟 器ニ 對 スル關 係 ヲ實驗 セ

リ.

 UEヲAlkali性 トナ シ,空 氣 ヲ通 ジツツ重湯煎

ニテ100℃ ニ30分 間〓 沸濃縮 シ,UEト 略 ボ同量

ノRingerヲ 加ヘ,酸 度 ヲ中和 シテ試驗 セ リ.

 子宮ニ對 シテハ輕度ニ收 縮 ヲ來 シ,間 モナク伸

展 シ,同 時ニ間歇 的收 縮 ノ増強 ヲ示 セ リ.

 腸管 ニ於テハ其 ノ緊張 ヲ減 ジ蠕動 ヲ高 ムル事ハ

依然 トシテ存ス.

 故ニ 子宮及 ビ腸管ニ對スルUEノ 作用ハAlkali

處置ニ 依リ 尚ホ消失 セズ,故 ニAdrenalinナ ラザ

ル事 ハ明白 ナ リ.

 第24節 Aconitin amorpheニ 依 ル

      影 響

 本節 ニ於テハ純Aconitin amorphe (Merck)ハ

如何 ニ作用 スルカヲ2-3臟 器ニ 就 キ實驗 シ,參 考

ニ資 セン トス.

  第1項 蛙ニ 皮下注射セル場合 ノ一般状 態

 體重10gニ 付キ1% Aconitinamorphe-Ringer

0.5ccヲ 皮 下ニ注射 スルニ5分 後中等度 ノ瞳孔散

大,色 調淡變,皮 膚分泌増強 等 ノ症状 ヲ來 シ,時

時前肢 ヲ以テ ロ内 ノ異物 ヲ除去 セン トスル姿態 ヲ

示 ス,10分 後 四肢 ヲ擴ゲテ平臥 シ,纎 維性〓 搦 ヲ

示 ス,更ニ 呼吸數 漸次減少20分 後閉眼,前 肢ノ 不

12
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平等,麻 痺 ヲ來 シ,30分 呼吸停止 シ,60分 後麻痺

ス.此 場合心臟 ヲ見ルニ微ニ 時 々膊動 ヲ示スモ遂

ニ停止スル ニ至 ル,即 チUE注 射 ニ依リ 起ル症状

ト略ボ一致 ス.

     第2項 蛙 心ニ對 スル作用

 方法.Stranb氏 法.榮 養液0.3ccニ 依リ 正規 ノ

運動 ヲ營 メル場合,1%Aconitin-Ringer 0.3ccヲ

加フ ルニ,直 チニ心膊 ノ遲徐 及ビ輕度 ノ振幅増大

ヲ來 ス モ,間 モ ナ ク振 幅 ノ減 少,次 デ心 室 ノ收 縮 ・

停止 ヲ果 ス,Aconitinニ 依 リテ ハUEノ 場 合 ノ如

キ心 膊 ノ促 進 ヲ認 メ得 ズ(第10圖1-2).

    第3項 血 管 ニ對 スル 作用

 方 法.Laewen-Trendelenberg蛙 後 肢灌 流 法.

1% Aconitin-amorphe-Ringer 0.5ccヲ 灌 流 護

謨管ニ 注 射 ス ル ニ,24/1分 ノ滴數 ハ8/1分 トナ リ

血 管 ヲ縮 少 セ シム ル事 明 カ ナ リ.

第10圖 蛙 心ニ 對 ス ルAconitinノ 作 用

第4項 子宮 ニ對 スル作用

 榮養液 ニAconitinヲ10:5gttニ 於テ徐 々ニ伸

展 シ間歇的運動 ヲ増加 スル事第11圖 ノ如 シ.

  第11圖 Ac.ノ 子宮ニ 對 スル作 用

    第5項 腸 ニ對 スル作用

一時的收縮 ノ後蠕動運動小 トナルモ,1分 毎 ニ

大 ナル蠕動 ヲ加ヘ ツツ漸次 伸展ス(第12圖).

  第12圖 Ac.ノ 腸ニ 對 スル作 用

 之等純Aconitinノ 作用 ヲ見 ルニ,蛙 心 ニ於 テ

ハUEノ 如 ク嬬動 ノ促進ヲ 來サ ズ寧 ロ抑制的ニ 作

用 シ,腸 ニ於テハ常 ニ一時的收縮 ヲ以テ反應 シ漸

次伸展 ヲ來 ス事等ハUEト 異 ル所 ナ リ.

13
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第4章 總 括 及 ビ結 論

 以 上 「か ぶ とぎ く」葉 ノ諸種 浸 出液 ノ各種 臟

器ニ 對 スル實 驗 ヨ リ次 ノ如 ク總 括 結 論 シ得.

 UEハAmoeba, Vorticella, Hyera, Blu-

tegel等 ノ神 經 的 關 係 ヲ除 外 シ得 ベ キ者ニ 對

シテ作 用 スル ガ故ニ 原 形 質 毒 タル 事 ハ 明 カナ

リ.

 天 竺 鼠 ノ子 宮 及 ビ腸 管等 ノ滑平 筋ニ 於 テ ハ

何 レモ直 チ ニ伸 展シ 且間歇 的收 縮ヲ 高 メ,血

管 ノ收 縮 ヲ惹起 シ,猫 ノ血壓ヲ 著 シ ク上 昇 ス.

 心臟ニ 對 シテ ハ,甲 蟹 ノ場合 ヲ除 キ,蛙 及

ビ蟇 ノ心臟 竝ニ 之 等 ノ淋 巴心臟 ノ膊動數 ノ増

加 次 デ減 少,最 後ニ 停 止ヲ 來 ス,龜 ノ心 房 ノ

緊張 變 動 ハ抑 制 セ ラ レ且 振 幅 増 加 セ ラル.

 骨 格 筋ニ 對 シテ ハ攣 縮 ノ高 サ ノ減 少及 ビ延

長ヲ,神 經ニ 於 テ ハ其 ノ末端 ヲ麻 痺 シ間 接 刺

戟 ヲ無效 ナ ラ シム.

 呼 吸 ハ漸 次 減 少月 無 呼 吸 ノ時 期ヲ 加ヘ 遂 ニ

呼 吸 困難 ノ状 態 ノ下ニ 全 ク停 止 シ,常ニ 心 臟

停 止ニ 先 行 ス.

 是ニ 依 テ之ヲ觀 レバUEハ 原 形質 毒 タ ル ノ

ミナ ラズ,横 紋 筋,神 經 等 ニ モ毒 性 ヲ示 シテ

之 ヲ麻 痺 シ,更ニ 自律神 經 支配 ノ臟 器ニ 於 テ

ハ 殆 ド總 テ交 感 神經 ヲ刺 戟 後 之 ヲ麻 痺 スル モ

ノ ナ ル事ヲ 知 ル.而 シテ之 等 ノ作 用 中Adre-

nalin樣 物 質 ノ存 在ヲ 思 ハ シ ムル モ ノ ア レ ド

モ,瞳 孔ニ 對 ス ル關 係,呈 色 反應 陰 性,Alkali

處 置ニ依 ル作 用 存續等ニ 依 リ之ヲ 除外 シ得 ベ

ク,又Kニ 依 ラザ ル 事 ハ瞳 孔 ノ縮 少 ナ キ事,

酒 精浸 出液 其 ノ他 ノ子 宮 及 ビ腸 管ニ 對 スル作

用 ノ失 ハ レザ ル事 等 ヨ リ知 ル事ヲ 得 ベ シ.

 然 ラバAconitinナ リヤ?余 ノ得 タ ル成績

ノ多數,殊ニ 蛙ニ 注 射 セ ル場 合 ノ一 般 症状 ガ

純Aconitinニ 依 ル モ ノ ニ類 セル 事 ハ,夫 レ

ノ存 在 ヲ思 ハ シム ル モ ノ ア リ ト難 モ,彼 ノ蛙

心,腸 管等ニ 對 ス ル關 係 ハ之 ヲ認 ム ル ニ躊 躇

セザ ルヲ 得 ズ,故 ニ余 ハUE中ニ 含 有 セ ラル

ル 物質ヲAconitinナ リ ト斷定 スルヲ憚 リテ,

單ニ 交 感神 經 模 倣 性 「ア ミー ン」(Sympathi-

comimetische Amine)ト稱 シ置 カ ン トス.
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